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筆者は、2016 年 11 月 21 日 ( 月 ) に、沖縄県・名護市立中央図書館の地階 AV
ホールにて開催された「沖縄県公共図書館連絡協議会第 3 回研修会」にて、「沖



















の参加者総数は 59 名であり、回答は 48 名から得ることができた（回収率は
81.4％）。回答者のプロフィールについて聞いたアンケートの Q5 によると ( 複数
回答可 )、「A 司書有資格者」33 名（68.8％）、「B 教員免許取得者」13 名（27.1％）、






































































フロリダ州コリアー郡の公立学校では、2015 年 8 月から、子どもが学校の
メディアセンターで読んだ本を親に公開している。Parents ROCK (Rights of 
Choice for Kids) とよばれる親たちの団体が、”The Bluest Eye”、”Be
loved ”、”Dreaming in Cuban”、”Killing Mr. Griffin”の 4 冊に懸念を示し、
”age-appropriate children with a parents (sic) permission” と呼ばれるこれら
の本の利用に、制限を求める声明を発表した。このことがきっかけとなり、










































































































































































の方から「生々しく ( 残酷で )、怖いので、パネルを展示しないでほしい」と
いう要望があり、どうしていいのか困ったことがあります。今年はパネル展




公共  学校  大学  その
他  合計  
①沖縄戦の被害を写した写真集  1 (2.1%) 1 0 0 0 1 
②『はだしのゲン』  2 (4.2%) 1 1 0 2 
③沖縄の基地問題を扱った資料
(保守的なもの ) 2 (4.2%) 2 0 0 0 2 
④沖縄の基地問題を扱った資料
(リベラルなもの ) 1 (2.1%) 1 0 0 0 1 
⑤性描写を含む資料 (マンガ、ラ
イトノベルなど ) 15 (31.3%) 12 3 0 0 15 
⑥『絶歌』 (所蔵している図書館 ) 4 (8.3%) 4 0 0 0 4 
⑦喫煙シーンがある絵本・児童書  1 (2.1%) 1 0 0 0 1 
⑧差別語・差別表現が含まれる資




2 (4.2%) 2 0 0 0 2 
⑩ 特にない  19 (39.6%) ―  ―  ―  ―  ―  
その他(Q3 より) 19 (39.6%) ―  ―  ―  ―  ―  
無回答  9 (18.8%) ―  ―  ―  ―  ―  

















次の表 2 は、Q1 から分岐する質問として、寄せられたクレームへの対応を聞
いたものである。ここでは館種別に回答を分け、表 2-1 は公共図書館からの回答
を、表 2-2 では学校図書館からの回答を集計している。また、表 2-2 では、上で
－ 12 －




















































23 17 6 1 0 1 
(47.9％ ) (35.4％ ) (12.5％ ) (2.1％ ) (0.0％ ) (2.1％ ) 
② 親は子どもの貸出記録
を把握できるようにするべ
き で あ る (学 校 図 書 館 の 場
合 ) 
2 9 14 10 8 5 
(4.2％ ) (18.8％ ) (29.2％ ) (20.8％ ) (16.7％ ) (10.4％ ) 
③ 親は子どもの貸出記録
を把握できるようにするべ
き で あ る (公 共 図 書 館 の 場
合 ) 
3 5 13 10 4 13 






34 11 2 0 0 1 





22 13 8 2 2 1 




17 22 7 1 0 1 





31 14 2 0 0 1 
(64.6％ ) (29.2％ ) (4.2％ ) (0.0％ ) (0.0％ ) 2.1％ ) 





ると、8 割から 9 割の回答率に達している一方で、「納得できない」「やや納得で


































4 3 0 0 0 0 






6 1 0 0 0 0 





5 1 0 1 0 0 
(71.4%) (14.3%) (0.0%) (14.3%) (0.0%) (0.0%) 
















































〔 2 〕 国立国会図書館国際子ども図書館―子どもの読書のプライバシーに関する問題」http://www.
　　　kodomo.go.jp/info/child/2016/2016-073.html, 2016.7.22 更新　（参照先：「FL School District Lets 
　　　Parents See What Kids Are Reading」http://www.slj.com/2015/10/censorship/fl-school-district-
　　　lets-parents-see-what-kids-are-reading/#_）
〔 3 〕 日本図書館協会図書館の自由委員会編『「図書館の自由に関する宣言 1979 年改訂」解説』第 2 版 , 
　　　2004, p.20
〔 4 〕　ALA 評議会文書「未成年者の図書館へのフリーアクセス」（子どもの権利と読む自由』日本図書館
　　　協会 , 　1994, p.43 より）
〔 5 〕　「はだしのゲン閲覧制限　松江市教委に反響 281 件　電話やメール大半が抗議・苦情」『中国新聞』
　　　2013.8.18, 25 面
〔 6 〕 「はだしのゲン　松江市教委、自由閲覧禁止　「描写過激」、全校に要請」『毎日新聞』2013.8.17, 朝
　　　刊 25 面
〔 7 〕　パット R. スケールズ著・川崎良孝翻訳『学校図書館で知的自由を擁護する―現場からのシナリオ』
　　　京都図書館情報学研究会 , 2010, pp.74-78
－ 17 －
〔 8 〕　例えば、『沖縄戦　写真集』（那覇出版社 , 1990）、『日本軍の沖縄作戦―秘録写真戦史総集編』（沖
　　　縄戦史刊行会編纂 , 月刊沖縄社 , 1985）、『沖縄戦と住民―記録写真集』（月刊沖縄社 , 1978）、『日
　　　本最後の戦い―沖縄戦記録写真集』（月刊沖縄社 , 1977）、『続・日本最後の戦い―沖縄戦記録写
　　　真第 2 集』（月刊沖縄社 , 1978）、『写真戦史・沖縄作戦』（沖縄戦史刊行会 , 1978）などがある。
〔 9 〕　沖縄大百科事典刊行事務局編『沖縄大百科事典』上巻 , 1983, p.255
〔10〕 各学校での取り組みは、手登根千津子・金城みどり「沖縄から全国へ平和の心を届けたい― 65 年
　　　目の慰霊の日を前に」（『学校図書館』717, 2010.7, pp.28 -30）、田名洋子・野里純・手登根千津子
　　　「沖縄の学校図書館の平和学習の取り組み－沖縄戦をどう伝えるか」（『子どもの本棚』36(10), 
　　　　2007.10, pp.26-30）などで紹介されている。
〔11〕 　これらの写真の内、戦闘場面の写真は主にアメリカ国防総省が公開した資料をもとにしている。
　　　写真パネルは月刊沖縄社や那覇出版社などが 1980 年代から作成・販売している。
－ 18 －
■資料　アンケート用紙（表・裏）
